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中小企業はۚࢿௐୡ面においてࣗࢿݾ本΁のґଘ度をߴめている。ࡒ຿ল「๏人企業౷ܭ年ใ」に
よると、中小企業全࢈業（ࢿ本ۚ1000ສԁҎ্1ԯԁະຬ）の2023年度のࣗࢿݾ本ൺ཰は44.1ˋで
2000年度の20.9ˋとൺֱして2ഒҎ্のߴさに্ঢした。大企業（ಉ10ԯԁҎ্、2023年度43.3ˋ）と
のൺֱでは、૎ٴՄೳな1960年度Ҏ߱でॳめて中小企業が্ճͬた。

と಺෦ཹอ（それҎ֎）に（本৒༨ۚࢿ本४උۚ、そのଞࢿ、本ۚࢿ）෦分ࢿ本は株主のग़ࢿݾࣗ
分͚られる。中小企業のࣗࢿݾ本は಺෦ཹอを中৺に૿加したが、ग़ࢿ෦分でも૿えている（図表左）。
ग़ࢿ෦分の૿加はࢿ本ۚの新ن෷いࠐΈによるものではなく、ࢿ本४උۚ・ࢿ本৒༨ۚの෦分で૿えて
いる。中小企業ி「2018年൛中小企業നॻ」によると、中小企業のׂ̓で֎෦株主がଘࡏする。ٕज़ྗ
のߴい中小企業では༗ྗऔҾઌのग़ࢿをड͚てࣗࢿݾ本と営業ج൫の֦ॆをਤるέーεも௝しくない。
ҎԼでは、഑当ۚのࢧ෷ঢ়گから中小企業がどのように株主にใいているかをΈていく。

๏人企業౷ܭで中小企業の഑当཰（（中ؒ഑当ֹʴ഑当ۚ）ʗࢿ本ۚのظट・ظ຤ฏۉ）のਪҠをΈ
ると、2000年度は3.9ˋで͋ͬたが、2005年度4.6ˋ、2010年度7.4ˋ、2015年度7.8ˋ、2020年度12.6ˋ
と্ঢ傾向を୧り、2023年度では16.4ˋまで্ঢした。લड़のとおり中小企業ではࢿ本ۚは૿えていな
いものの、ࢿ本४උۚ、そのଞࢿ本৒༨ۚが૿えたことに応͡て഑当ίεトを૿΍し、ग़ࢿ者に「ใいる」
࢟੎のߴまりがӐΘれる。

このようなࣄ৘により、中小企業にとͬて഑当ίεトのॏཁ性はߴまͬている。ࢧ෷རଉと഑当ࢧ෷
ֹ（中ؒ഑当ֹʴ഑当ۚ）のਪҠをൺֱしてΈると（図表右）、2014年度をআ͖2017年度まではࢧ෷ར
ଉが഑当を্ճͬていたが、2018年度に഑当ۚが2.7ஹԁ、ࢧ෷རଉが2.1ஹԁとٯసした。2019年度
はいͬたΜࠩがॖ小したが、そのޙは഑当が্ճるঢ়گがଓ͖、2023年度は3.0ஹԁର2.2ஹԁまでࠩが
֦大している。

このように、中小企業がࣗࢿݾ本΁のґଘ度をߴめるにつれ、֎෦株主に഑ྀするඞཁ性がߴまͬて
いるとࢥΘれる。҆ఆ的に഑当を行うにはརӹを҆ఆ的にग़すことが๬ましく、これまでҎ্にऩӹྗ
をߴめていくことがٻめられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （঎޻૯߹研究所 ௐࠪ研究ࣨ௕　ޱߐ੓޺）

中小企業の自己資本の構成
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中小企業が支払う配当金と支払利息
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中小企業の自己資本比率上昇と配当コストへの影響


